
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

東神楽町の小中一貫教育 

東神楽町における小中一貫教育とは 

 東神楽町が目指す小中一貫教育は、これまでの小学校・中学校の基本的な枠組は変えずに、9 年

間を通して目指す子ども像を共有し、9 年間の系統性を確保した教育課程による学習指導を行うと

ともに、各校で共通した生徒指導や小・中学校間で一貫した特別支援教育を行えるような仕組みを

整えるなど、これまで以上に小学校と中学校のつながりを強くします。 

小中一貫教育の目的は 

 小中一貫教育は、義務教育 9 年間を通して、学校・家庭・地域が一緒に子どもたちを育ててい

くことを目的としています。取組を進めることで、学習内容や学習活動の質的・量的な変化への対

応が図られ、また、小学生が中学校に進学する際の大きな環境の変化を和らげることにより、新し

い環境への適応につなげます。 

中学校の英語教員による小学校外国語へ

の乗り入れ授業の実施 



 

 

 

 

 確かな学力 豊かな心 健やかな体 
+α（学校の自主性・ 

独自性） 

小
学
校 

 

粘り強く学ぶ子 やさしい子 
進んで体を 
鍛える子 

夢と自信を 
もっている子 

低
学
年 

めあてを理解し、自分
で問題を解こうとす
る子 

あいさつができ、友だ
ちと仲良くしようと
する子 

楽しく運動し、きま
りを守って安全に生
活しようとする子 

自分のよさに気づき、目
標をもって行動しよう
とする子 

中
学
年 

課題を見付け、進んで
考え、解決しようとす
る子 

心を込めて挨拶し、相
手のことを考えて行
動しようとする子 

体力をつけ、健康・
安全に過ごそうとす
る子 

個性伸長を図り、目標達
成に向けて頑張ろうと
する子 

高
学
年 

自ら課題をもち、仲間
とともに、多面的に考
え、追求しようとする
子 

時と場をわきまえた
挨拶ができ、互いを思
いやり、温かい行動を
とろうとする子 

たくましい体をつく
り、健康・安全のた
めに的確に判断し行
動しようとする子 

自他を知り、目標に向か
い見通しをもって努力
しようとする子 

中学校 
進んで 

学びとる生徒 
人の役に立とう
とする生徒 

積極的に体を 
鍛える生徒 

志をもって粘り 
強くやり抜く生徒 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 東神楽町における小中一貫教育のイメージ 

 小中一貫～９年間で目指す子ども像～ 

各校の学校教育目標を分析・統合し、小学校から中学校への接続を踏まえた上で、上のような「目

指す子ども像」を設定しました。目指す子ども像は、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」「＋

α」の 4 つの観点からそれぞれの具体的な姿を示しています。 

 小中一貫～学習指導～ 

step1 ～学習規律～ 

東神楽町「学習の約束」を基に、各

校で統一して指導を行います。 

step2 ～各教科系統表～ 

各教科小１～中３までの系統表

に基づき、授業を組み立てます。 

step3 ～年間指導計画～ 

系統表を踏まえ小中一貫の視点を入

れた年間指導計画を整備します。 

※H31 小学校、H32 中学校完成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

step4 ～乗り入れ授業～ 

小学校の子どもたちの様子を知り、中学校

での指導に生かします。 

◇ 小中学校互いの専門性を生かした乗り入れ授業（例） 

○ 中学校英語教員⇒小学校 3～6 年生の外国語 

○ 中学校数学教員⇒小学校 5・6 年生の算数 

○ 小学校国語（書道）専門教員⇒中学校書道の授業など 

 小中一貫～生徒指導～ 

step1 ～学校生活のきまり～ 

step2 ～校外生活のきまり～ 

小・中学校で一貫した生活規律（校内生活・

校外生活）を作成し、統一した指導を行い

ます。 

 小中一貫～特別支援教育～ 

step1 ～チェックリスト～ 

全ての児童生徒が、安心して

学習するために、ユニバーサ

ルデザインの視点を生かした

学級づくり・授業づくりに役

立つチェックリストを作成し

ました。 

step2 ～切れ目のない一貫した指導～ 

小・中学校における連続性のある「多様な

学びの場」を用意するためのポイントをま

とめました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q１ 小学校の統廃合は関係あるの？ 

A１ いいえ関係ありません。これまでの小学校、中学校の施設や教職員は 

そのままで行うのが東神楽町で実施する小中一貫教育のスタイルです。 

 

Q２ 学習内容は変わるの？ 

A２ 基本的に、小中一貫教育を開始することによる学習内容の変更はありません。これまでどおり学習

指導要領の内容に基づいた教育活動を行います。 

   小学生が中学生になった際、指導方法などが大きく変わらないように、小・中学校で授業スタイル、

板書方法、ノート指導等に一貫性をもたせるなど、授業の改善に努めていきます。 

 

Q３ 小中一貫教育は学力向上に結びつくの？ 

A３ 子どもの学力や学習意欲の向上に結びつきます。学習の方法や習慣の定着を図ることで、小学生の

段階から計画的・継続的な学びの姿勢を身に付けることができます。また、小・中学校の枠を越えて

先生同士の交流、研修、情報交換を行うことで、指導力の向上や小・中学校が協力して指導を行う意

識が高まることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 4月スタート！  東神楽町における小中一貫教育 

併設型小学校・中学校 

○ 既存の小学校、中学校の施設や

校長、教職員はそのまま生かしま

す。 

○ これまでの各校の基本的な枠

組は変えずに、９年間の教育課程

を編成します。 

各コミュニティ・スクールとの連携 

小中一貫教育 Q＆A 

東神楽町の小中一貫教育についての取組や内容については、町のホームページからもご覧いただ

けます。https://www.town.higashikagura.lg.jp/ 

【問合せ先】東神楽町教育委員会教育推進課 電話 0166-83-5406（直通） 

 

https://www.town.higashikagura.lg.jp/

